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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｉ
Ｓ
の
機
体
詳
細
設
定
　
－
打
鉄
編
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
０
５
０
Ｙ

【
作
者
名
】

　
宮
平
林

【
あ
ら
す
じ
】

　
妄
想
・
虚
言
　
等
の
産
物
。

何
か
が
爆
発
し
て
出
来
た
も
の
。

Ｉ
Ｓ
に
登
場
す
る
『
打
鉄
』
の
妄
想
し
た
詳
細
設
定
と
そ
れ
の
第
３
世
代
型
が

こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
い
い
な
ー
と
か
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｓ
が
載
っ
て
ま
す
。
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（
前
書
き
）

前
書
き
と
し
て
、
こ
の
設
定
を
使
っ
た
Ｆ
Ｆ
は
執
筆
す
る
気
は
毛
頭
御
座
い
ま

せ
ん
。

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
妄
想
・
虚
言
等
が
多
分
に
含
ま
れ
る
為
、
気
分
を
害
さ
れ
る
危
険
が
御

座
い
ま
す
。

十
二
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

皆
様
の
妄
想
と
虚
言
に
刺
激
的
で
あ
る
事
を
望
み
ま
す
。

…
…
無
理
か
？
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《
機
体
詳
細
の
説
明
》

打
鉄

※
Ｉ
Ｓ
の
正
式
機
体
名
。
略
称
や
愛
称
は
（
 

）
で
括
っ
て
表
記
し
て
ま
す
。

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

※
基
本
不
明
で
す
。
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
つ
け
る
の
は
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

世
代
　
　
　
　
　
　
第
２
世
代

※
公
式
で
は
『
第
４
世
代
』
ま
で
。
漢
数
字
で
は
な
く
英
数
字
推
奨
。

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

※
「
露
出
」
か
「
全
」
か
の
ど
っ
ち
か
し
か
な
い
。

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

不
明

※
基
本
、
不
明
で
す
。

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
灰

※
機
体
の
基
本
と
な
る
色
。
専
用
機
の
場
合
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
も
含
み
ま

す
。

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

※
公
式
で
は
『
第
２
形
態
』
ま
で
。
『
初
期
形
態
』
も
あ
り
ま
す
。

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本
・
Ｉ
Ｓ
学
園

※
所
属
で
あ
る
国
名
と
、
Ｉ
Ｓ
学
園
の
生
徒
・
教
諭
・
訓
練
用
な
ら
「
Ｉ
Ｓ
学

園
」
が
付
き
ま
す
。
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建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

※
建
造
さ
れ
た
国
名
。
ま
た
は
、
開
発
・
設
計
し
た
人
物
等
。

生
産
形
態
　
　
　
　
量
産
機

※
試
作
機
・
専
用
機
・
量
産
機
の
３
つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
ア
ン
ノ
ウ
ン
も
あ

り
で
す
ね
。

戦
闘
形
態
　
　
　
　
近
接
戦
闘
型

※
結
構
種
類
あ
り
ま
す
。
下
記
に
記
す
。

頭
頂
高
　
　
　
　
　
約
２
．
６
２
ｍ

※
公
式
設
定
は
不
明
（
？
）
み
た
い
な
の
で
公
式
の
Ｉ
Ｓ
に
は
『
約
』
と
か
『

推
定
』
を
つ
け
て
ま
す
。

本
体
重
量
　
　
　
　
推
定
１
．
９
７
ｔ

※
同
上

全
備
重
量
　
　
　
　
推
定
２
．
９
２
ｔ

※
同
上

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

推
定
４
７
ｋ
Ｗ

※
同
上
・
Ｉ
Ｓ
Ｃ
は
（
Ｉ
Ｓ
・
Ｃ
ｏ
ｒ
ａ
）
の
略
称
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
か
ら
得
ら
れ
る

出
力
で
す
。
公
式
に
は
な
い
架
空
の
数
値
。

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
推
定
５
７
ｋ
ｇ

※
同
上
・
Ｂ
Ｓ
は
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
略
称
。
用
は
メ
イ
ン
・
ブ
ー
ス
タ
ー

の
出
力
で
す
。

公
式
に
は
な
い
架
空
の
数
値
。
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最
大
稼
働
時
間
　
　
１
Ｈ
前
後

 
※
最
大
で
稼
動
で
き
る
時
間
。
ち
な
み
に
戦
闘
時
は
計
算
に
含
み
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
『
推
定
』
。

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
推
定
１
，
１
１
９
ｍ

※
ハ
イ
パ
ー
セ
ン
サ
ー
の
有
効
半
径
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
が
大
き
い
ほ
ど
広
く
な
り

ま
す
。

公
式
に
は
な
い
架
空
の
数
値
。

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

※
公
式
で
素
材
が
不
明
な
の
で
一
応
は
通
常
金
属
と
し
て
ま
す
。
ガ
ン
○
リ
ウ

ム
合
金
じ
ゃ
な
い
よ
？

単
一
仕
様
能
力
　
　
　
　
－

※
単
一
仕
様
能
力
名
。

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
　
　
 

－

※
単
一
仕
様
能
力
の
発
動
タ
イ
プ
。
任
意
・
強
制
・
常
時
・
誘
発
・
一
定
時
間

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

搭
乗
者
　
　
織
斑
 

千
冬
・
篠
ノ
之
 

箒

※
そ
の
名
の
通
り
に
、
主
な
搭
乗
者
等
を
書
き
ま
す
。

待
機
状
態
　
　
　
　
　
不
明

※
待
機
状
態
の
形
状
等
で
す
。
選
べ
る
も
の
は
複
数
、
書
い
て
あ
り
ま
す
。

《
戦
闘
形
態
に
つ
い
て
》

戦
闘
形
態
つ
い
て
記
し
ま
す
。
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近
接
戦
闘
型
・
中
距
離
戦
闘
型
・
長
距
離
戦
闘
型
・
近
接
支
援
型
・
中
距
離
支

援
型
・
長
距
離
支
援
型
・
全
距
離
対
応
型

高
速
戦
闘
型
・
策
敵
支
援
型
・
隠
密
奇
襲
型
・
殲
滅
戦
闘
型

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
に
よ
る
「
特
化
」
に
つ
い
て

近
接
特
化
・
高
速
戦
闘
型

の
よ
う
に
表
記
し
て
ま
す
。
白
式
等
の
特
化
し
た
Ｉ
Ｓ
に
も
適
用
し
て
ま
す
。

（
主
人
公
側
の
Ｉ
Ｓ
の
詳
細
は
書
く
つ
も
り
あ
り
ま
せ
ん
。
）

《
そ
の
他
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定
に
つ
い
て
。
》

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力

前
述
の
通
り
『
Ｉ
Ｓ
Ｃ
』
か
ら
得
ら
れ
る
出
力
の
数
値
で
す
。
一
応
「
Ｋ
ｗ
」

で
示
し
て
ま
す
が
、
他
に
適
し
た
単
位
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
変
更
し
ま
す
。
ち
な

に
み
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
イ
パ
ー
セ
ン
サ
ー
な
ど
は
こ
こ
か
ら
動
力
を

取
っ
て
い
る
と
仮
定
し
て
、
こ
の
出
力
が
上
が
れ
ば
、
『
拡
張
領
域
』
等
を
含

め
た
ス
テ
ー
タ
ス
が
向
上
す
る
。
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
定
で
す
。

Ｂ
Ｓ
推
力

前
述
の
通
り
『
メ
イ
ン
ブ
ー
ス
タ
ー
』
の
推
力
の
数
値
で
す
。
適
当
で
す
。
『

Ｐ
Ｉ
Ｃ
』
《
静
性
慣
性
無
効
化
》
が
あ
る
の
で
、
少
な
め
で
い
い
は
ず
…
。
少

な
い
の
か
？
多
い
の
か
？
解
か
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
適
当
で
す
。
多
分
コ
レ
く

ら
い
。

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径

多
分
、
公
式
で
は
ど
の
Ｉ
Ｓ
コ
ア
で
あ
ろ
う
と
も
変
わ
ら
な
い
は
ず
。
で
も
違
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い
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
ね
？
か
っ
こ
い
い
よ
ね
？

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
（
ワ
ン
・
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
・

タ
イ
プ
）

単
一
仕
様
能
力
発
動
形
態
の
こ
と
。
要
約
す
る
と
単
一
仕
様
能
力
の
発
動
の
仕

ワ
ン
・
オ
フ
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

方
。
原
作
・
ア
ニ
メ
を
見
て
い
る
と
発
動
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
の
が
ハ
ッ
キ

リ
し
て
い
る
の
で
仕
分
け
し
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
項
目
多
い
ほ
う
が
か
っ
こ
い

い
と
思
っ
た
か
ら
…
　
あ
、
後
、
読
み
方
は
Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
で
（
ダ
ブ

ル
オ
ー
・
ア
イ
テ
ィ
ー
）
で
す
。
テ
ラ
厨
二
病
ｗ
ｗ
ｗ

以
下
、
上
記
の
詳
細
設
定
草
案
を
使
用
し
て
書
き
…
も
と
い
、
妄
想
し
ま
し
た
。

『
打
鉄
』
と
そ
れ
ら
の
第
３
世
代
機
が
こ
ん
な
ん
だ
っ
た
ら
良
い
な
ぁ
と
か
思

っ
て
想
像
し
て
創
造
し
ま
し
た
。

良
か
っ
た
ら
見
て
っ
て
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
機
体
が
「
ち
ょ
っ
と
…
」
な
人
は
バ
ッ
ク
す
る
か
戻
る
こ
と
を

推
奨
し
ま
す
。

最
後
に
あ
く
ま
で
『
妄
想
』
な
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
あ
し
か
ら
ず
…
。

打
鉄

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
２
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

不
明

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
灰
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形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

生
産
形
態
　
　
　
　
量
産
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
近
接
戦
闘
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
約
２
．
６
２
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
推
定
１
．
９
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
推
定
２
．
９
２
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

推
定
４
７
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
推
定
５
７
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
１
Ｈ
前
後

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
推
定
１
，
１
１
９
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
　
　
－

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
 

　
　
－

搭
乗
者
　
　
　
織
斑
　
千
冬
・
篠
ノ
之
　
箒
　
等

待
機
状
態
　
　
　
　
　
不
明

《
機
体
概
要
》

日
本
国
産
の
第
２
世
代
量
産
機
Ｉ
Ｓ
。
高
い
安
定
性
を
誇
り
、
現
在
で
は
半
数

以
上
が
現
役
を
引
退
し
、
Ｉ
Ｓ
学
園
の
訓
練
機
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
残

り
半
数
の
ほ
と
ん
ど
は
第
２
・
３
世
代
の
武
装
試
作
機
へ
と
改
良
さ
れ
て
お
り
、

実
戦
配
備
さ
れ
て
い
る
数
は
少
数
で
あ
る
。
そ
れ
も
「
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
」
と

謳
わ
れ
た
「
織
斑
千
冬
」
へ
の
信
仰
心
か
ら
な
る
も
の
が
多
く
、
現
実
で
は
フ

ラ
ン
ス
の
ラ
フ
ァ
ー
ル
・
リ
ヴ
ァ
イ
ブ
に
比
べ
性
能
は
劣
る
為
、
足
手
ま
と
い

に
な
っ
て
い
る
模
様
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ｓ
学
園
生
の
専
用
機
「
打
鉄
弐
式
」
と
「

織
斑
一
夏
」
の
専
用
機
「
白
式
」
の
稼
動
デ
ー
タ
を
下
に
「
打
鉄
参
式
」
へ
と

マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
。
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打
鉄
－
戦
巫
女
－

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
３
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

不
明

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
白
・
赤

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

生
産
形
態
　
　
　
　
専
用
試
作
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
近
接
特
化
・
高
速
戦
闘
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
２
．
５
６
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
１
．
５
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
１
．
８
９
ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
１
．
７
６
ｔ
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
３
．
６
２
ｔ
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
．
６
５
ｔ
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
．
６
２
ｔ
（
風
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
．
４
８
ｔ
（
金
）

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

９
０
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
７
５
．
２
３
ｋ
ｇ

　
　
　
　
　
（
風
）
５
６
．
４
１
ｋ
ｇ
×
２
合
計
 

１
１
２
．
８
２
Ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
３
Ｈ
３
０
Ｍ

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
３
，
２
３
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
４
，
７
０
４
ｍ
（
水
）

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
　
　
－
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Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
　
　
 

－

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
巫
女
装
束

　
　
　
　
火
紋
・
水
紋
・
風
紋
・
土
紋
・
金
紋

　
　
　
上
記
何
れ
か
の
紋
所
が
記
さ
れ
た

　
　
　
　
　
ア
イ
ア
ン
カ
ー
ド
・
髪
留
め
・
簪
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
ワ
ッ
ペ
ン
・

ネ
ッ
ク
レ
ス
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
基
本
武
装
》

長
刀
－
雪
片
甲
式
－

ゆ
き
ひ
ら
こ
う
し
き

小
太
刀
－
小
雪
－

こ
ゆ
き

サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
－
犬
咆
－

け
ん
ほ
う

実
態
盾
－
扇
子
－

せ
ん
す

《
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
武
装
》

火
：
格
闘
特
化
・
高
速
戦
闘
型

ひ
の
と

　
　
　
　
実
弾
近
距
離
ラ
イ
フ
ル
－
弾
丸
　
乙
－

だ
ん
が
ん

お
つ

　
　
　
　
量
産
型
レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
－
閃
光
－

せ
ん
こ
う

　
　
　
　
長
刀
－
雪
片
乙
式
－

ゆ
き
ひ
ら
お
つ
し
き

　
　
　
　
大
刀
－
雪
片
丙
式
－

ゆ
き
ひ
ら
へ
い
し
き

　
　
　
　
腰
部
グ
レ
ネ
ー
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
－
御
忍
－

お
し
の
び

　
　
　
　
実
態
盾
－
亀
甲
－

き
っ
こ
う

土
：
殲
滅
特
化
・
射
撃
戦
闘
型

つ
ち
の
と

　
　
　
　
一
九
七
式
対
戦
車
自
動
砲
－
轟
龍
－

ご
う
り
ゅ
う

　
　
　
　
炸
裂
装
甲
－
豪
傑
－

ご
う
け
つ
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十
六
連
小
型
墳
進
筒
－
蜜
蜂
－

み
つ
ば
ち

　
　
　
　
五
連
低
空
追
尾
墳
進
砲
－
黒
蟻
－

く
ろ
あ
り

　
　
　
　
五
連
追
尾
墳
進
砲
－
蜻
蛉
－

と
ん
ぼ

　
　
　
　
短
距
離
直
上
発
射
型
墳
進
砲
－
大
鷲
－

お
お
わ
し

　
　
　
　
長
距
離
直
上
発
射
型
墳
進
砲
－
禿
鷹
－

は
げ
た
か

水
：
隠
密
特
化
・
奇
襲
型

み
ず
の
と

　
　
　
　
高
水
圧
カ
ッ
タ
ー
－
水
菜
－

み
ず
な

　
　
　
　
実
弾
中
距
離
ラ
イ
フ
ル
－
弾
丸
　
丙
－

だ
ん
が
ん

へ
い

　
　
　
　
自
立
小
型
兵
装
－
複
眼
－

ふ
く
が
ん

　
　
　
　
広
域
ジ
ャ
ミ
ン
グ
装
置
－
陽
炎
－

か
げ
ろ
う

　
　
　
　
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
装
置
－
豊
穣
－

ほ
う
じ
ょ
う

　
　
　
　
全
方
位
盾
－
蜂
の
巣
－

は
ち
の
す

風
：
速
度
特
化
・
高
速
戦
闘
型

か
ぜ
の
と

　
　
　
　
可
動
式
動
慣
性
制
御
推
進
装
置
－
小
町
－

こ
ま
ち

　
　
　
　
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
－
犬
咆
－

け
ん
ほ
う

　
　
　
　
Ｐ
９
０
型
マ
シ
ン
ガ
ン
－
羊
咆
－

よ
う
ほ
う

　
　
　
　
高
威
力
マ
グ
ナ
ム
－
牛
咆
－

ぎ
ゅ
う
ほ
う

　
　
　
　
補
助
推
進
装
置
装
備
盾
－
嘴
－

く
ち
ば
し

金
：
威
力
特
化
・
全
距
離
対
応
型

が
ね
の
と

　
　
　
　
高
威
力
マ
グ
ナ
ム
－
牛
咆
－

ぎ
ゅ
う
ほ
う

　
　
　
　
変
周
波
収
束
レ
ー
ザ
ー
キ
ャ
ノ
ン
－
粟
国
－

あ
ぐ
に

　
　
　
　
変
速
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ
ル
－
飛
翔
－

ひ
し
ょ
う

　
　
　
　
対
特
殊
装
甲
弾
ラ
イ
フ
ル
－
暁
－

あ
か
つ
き

　
　
　
　
遠
隔
発
射
装
置
付
き
バ
ズ
ー
カ
－
道
－

み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
電
撃
弾
－
鯰
－

な
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
炸
裂
弾
－
蜘
蛛
の
子
－

く
も
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
火
炎
弾
－
獄
炎
－

ご
く
え
ん
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《
機
体
概
要
》

Ｉ
Ｓ
学
園
で
入
手
し
た
Ｉ
Ｓ
の
戦
闘
デ
ー
タ
な
ど
を
元
に
「
打
鉄
参
式
」
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
開
発
さ
れ
た
試
作
機
。
織
斑
一
夏
を
含
め
た
専
用
機
持
ち

６
人
の
訓
練
デ
ー
タ
を
下
に
、
六
人
一
隊
を
基
本
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
５
種

類
の
追
加
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
指
揮
官
を
含
め
た
６
人
で
の
作
戦
行
動
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
い
る
が
、
単
体
で
の
戦
闘
能
力
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
他
国
の

第
３
世
代
機
を
元
に
そ
れ
ら
を
量
産
化
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
で
あ
ろ
う
研
究

材
料
を
詰
め
込
ん
だ
形
と
な
っ
た
本
機
は
打
鉄
が
本
来
持
つ
全
体
的
な
安
定
性

を
色
濃
く
受
け
継
い
で
お
り
、
「
打
鉄
参
式
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
し
て
文
句

な
し
の
一
品
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
役
目
を
終
え
た
６
体
は
Ｉ
Ｓ
コ
ア
を
抜
か

れ
、
近
隣
の
美
術
館
に
納
品
さ
れ
て
お
り
、
今
も
な
お
、
数
多
く
の
人
々
の
目

に
映
っ
て
い
る
。

　
日
本
産
Ｉ
Ｓ
で
は
人
気
Ｎ
ｏ
．
１
の
機
体
。
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ

れ
、
そ
の
ま
ま
の
イ
メ
ー
ジ
を
メ
イ
ン
カ
ラ
ー
に
据
え
て
お
り
、
『
戦
巫
女
』

と
し
て
見
栄
え
が
良
い
の
も
の
も
人
気
の
１
つ
だ
。
ま
た
、
人
気
の
秘
密
に
待

機
形
態
に
初
の
「
服
」
の
状
態
を
取
り
入
れ
た
機
体
で
、
本
機
は
《
巫
女
装
束

》
が
設
定
可
能
で
あ
る
。

参
考
　
火
：
山
吹
　
土
：
茶
　
水
：
水
色
　
風
：
青
緑
　
金
：
金

打
鉄
－
雀
蜂
－

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
２
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

３
５
４

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
黒
・
黄
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形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
不
明

生
産
形
態
　
　
　
　
試
作
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
高
起
動
特
化
・
高
速
戦
闘
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
２
．
６
７
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
１
．
９
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
２
．
２
７
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

９
０
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
１
２
６
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
３
Ｈ

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
１
３
，
２
３
０
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
光
の
翼

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
 

　
　
任
意
発
動
型

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
蜂
の
髪
留
め

《
基
本
武
装
》

腕
部
内
臓
実
体
剣

腕
部
内
臓
短
銃

《
機
体
概
要
》

第
７
世
代
型
の
Ｉ
Ｓ
「
テ
ィ
ド
」
の
前
景
と
な
っ
た
機
体
。
本
機
は
「
Ａ
．
Ｅ
．

Ｄ
．
Ｐ
．
Ｅ
 

攻
撃
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
用
推
進
装
置
」
通
称
《
光
の
翼
》
の
実

験
機
で
変
更
点
は
、
背
面
に
「
Ａ
．
Ｅ
．
Ｄ
．
Ｐ
．
Ｅ
」
搭
載
し
、
腕
部
を
武

装
内
蔵
型
へ
と
変
更
し
た
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
。
「
Ａ
．
Ｅ
．
Ｄ
．
Ｐ
．
Ｅ
」

の
シ
ス
テ
ム
搭
載
す
る
為
に
か
な
り
拡
張
領
域
を
使
っ
て
い
る
為
、
武
装
は
他
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に
存
在
せ
ず
、
そ
の
分
い
ろ
い
ろ
と
ス
ペ
ッ
ク
が
向
上
し
た
り
軽
減
し
た
り
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
単
一
仕
様
能
力
に
つ
い
て
は
、
「
Ａ
．
Ｅ
．
Ｄ
．
Ｐ
．
Ｅ
」

発
生
時
に
発
生
す
る
推
進
力
を
肥
大
化
さ
せ
、
敵
に
ぶ
つ
け
る
も
の
で
、
「
Ｉ

Ｓ
コ
ア
」
と
「
Ａ
．
Ｅ
．
Ｄ
．
Ｔ
．
Ｓ
 

攻
撃
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
用
推
力
シ
ス

テ
ム
」
を
併
合
し
た
も
の
で
、
こ
の
単
一
仕
様
能
力
に
も
拡
張
領
域
分
の
要
領

を
使
用
し
て
い
る
為
、
結
果
的
に
「
織
斑
一
夏
」
の
専
用
機
《
白
式
》
と
同
様

に
他
の
武
装
を
装
備
す
る
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
機
で
実
験

の
為
に
模
擬
戦
闘
を
行
っ
た
際
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
意
図
し
な
い
動
き
を
み
せ
、

こ
の
《
光
の
翼
》
に
よ
っ
て
敵
の
攻
撃
を
防
御
す
る
な
ど
の
特
殊
な
場
面
も
見

ら
れ
た
が
、
「
Ａ
．
Ｅ
．
Ｄ
．
Ｐ
．
Ｅ
」
を
正
式
採
用
し
た
Ｉ
Ｓ
「
テ
ィ
ド
」

で
は
そ
の
よ
う
な
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

打
鉄
参
式

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
３
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

不
明

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
青

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

生
産
形
態
　
　
　
　
量
産
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
近
接
特
化
・
高
速
戦
闘
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
２
．
２
２
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
１
．
０
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
１
．
８
２
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

８
７
ｋ
Ｗ
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Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
６
３
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
４
Ｈ

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
２
，
１
１
９
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
　
　
－

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
　
　
 

－

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
雪
片
甲
式
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
桜
の
ワ
ッ
ペ
ン
・
菊
の
髪
留
め

　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
衣
装
（
巫
女
装
束
・
着
物
　
等
　
日
本
を
代
表
す
る

民
族
衣
装
）

《
基
本
武
装
》

長
刀
－
雪
片
甲
式
－

ゆ
き
ひ
ら
こ
う
し
き

小
太
刀
－
小
雪
－

こ
ゆ
き

サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
－
犬
咆
－

け
ん
ほ
う

実
態
盾
－
扇
子
－

せ
ん
す

《
機
体
概
要
》

日
本
が
開
発
し
た
第
２
世
代
型
Ｉ
Ｓ
「
打
鉄
」
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
機
。
第

３
世
代
『
後
期
』
に
登
場
し
て
お
り
、
第
３
世
代
型
の
特
徴
『
特
殊
兵
器
の
搭

載
』
と
し
て
、
か
の
有
名
な
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
『
織
斑
千
冬
』
の
専
用
機
『
暮

桜
』
の
武
装
『
雪
片
』
の
量
産
型
で
あ
る
『
雪
片
甲
式
』
を
装
備
し
て
い
る
。

　
単
一
仕
様
能
力
で
あ
る
『
零
落
白
夜
』
は
使
用
で
き
な
い
も
の
の
、
擬
似
的

に
『
零
落
白
夜
』
を
再
現
す
る
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
お
り
、
コ
レ
だ
け
で
も

十
二
分
に
必
殺
武
器
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
拡
張
領
域
用
の
要

領
を
多
く
を
使
用
し
て
お
り
、
量
子
化
武
装
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
る
量
が
減

っ
て
い
る
。
第
２
世
代
型
『
打
鉄
』
の
特
徴
で
あ
る
高
い
安
定
性
も
引
き
継
い

で
お
り
、
第
３
世
代
型
で
あ
り
な
が
ら
第
２
世
代
型
並
み
の
低
燃
費
を
誇
っ
て
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お
り
、
第
３
世
代
型
の
近
接
特
化
機
と
し
て
優
秀
な
機
体
で
あ
り
、
各
国
で
少

数
で
あ
る
が
実
戦
配
備
さ
れ
る
。

　
以
降
、
各
国
が
第
４
世
代
型
の
試
作
機
に
取
り
掛
か
る
と
本
機
が
世
界
の
量

産
型
シ
ェ
ア
を
支
配
し
、
第
１
位
を
獲
得
す
る
事
と
な
る
。
理
由
と
し
て
『
雪

片
甲
式
』
さ
え
、
外
し
て
し
ま
え
ば
拡
張
領
域
の
大
半
が
開
放
さ
れ
る
為
、
自

由
に
武
装
を
変
更
が
利
く
事
と
、
本
機
の
試
作
機
『
戦
巫
女
』
の
オ
ー
ト
ク
チ

ュ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
る
事
で
、
各
種
特
化
へ
と
即
時
変
更
が
利
く
事
が
上
げ

ら
れ
る
。

　
余
談
だ
が
、
こ
の
機
体
の
も
う
１
つ
の
特
徴
と
し
て
《
日
本
を
代
表
す
る
民

族
衣
装
》
を
待
機
状
態
と
し
て
設
定
す
る
事
が
で
き
る
。
こ
れ
は
本
機
の
試
作

機
で
あ
る
《
戦
巫
女
》
に
も
搭
載
さ
れ
て
い
た
が
、
本
機
に
は
数
多
く
の
衣
装

か
ら
選
択
し
て
選
ぶ
事
が
出
来
る
。
本
来
、
滅
多
事
で
は
許
さ
れ
な
い
『
コ
ス

プ
レ
』
を
公
的
理
由
で
楽
し
め
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
、
男
性
女
性
を
問
わ
ず

そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
で
、
人
々
の
心
を
鷲
掴
み
に
し
た
。

　
本
当
の
余
談
だ
が
、
こ
の
待
機
状
態
を
利
用
し
た
写
真
集
が
日
本
の
出
版
社

か
ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
１
０
０
０
万
部
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
を
繰
り
出
し
た
事

は
記
憶
に
新
し
い
。

打
鉄
参
式
－
大
地
－

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
３
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

２
３
１

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
こ
げ
茶

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
日
本
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生
産
形
態
　
　
　
　
専
用
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
射
撃
特
化
・
射
撃
戦
闘
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
２
．
９
６
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
２
．
１
３
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
３
．
６
２
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

９
３
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
１
０
６
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
３
Ｈ

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
１
０
，
７
０
４
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
瞬
時
冷
却

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
 

誘
発
発
動
型

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
北
海
道
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

《
基
本
武
装
》

一
九
七
式
対
戦
車
自
動
砲
－
轟
龍
－

ご
う
り
ゅ
う

二
連
回
転
式
機
関
砲
－
豪
風
－

ご
う
ふ
う

二
零
二
参
式
二
連
装
超
電
磁
砲
－
命
－

み
こ
と

小
型
回
転
式
機
関
砲
－
巌
徹
－

が
ん
て
つ

大
刀
－
雪
片
丙
式
－

ゆ
き
ひ
ら
へ
い
し
き

炸
裂
装
甲
－
豪
傑
－

ご
う
け
つ

十
六
連
小
型
墳
進
筒
－
蜜
蜂
－

み
つ
ば
ち

五
連
低
空
追
尾
墳
進
砲
－
黒
蟻
－

く
ろ
あ
り

五
連
追
尾
墳
進
砲
－
蜻
蛉
－

と
ん
ぼ

短
距
離
直
上
発
射
型
墳
進
砲
－
大
鷲
－

お
お
わ
し

長
距
離
直
上
発
射
型
墳
進
砲
－
禿
鷹
－

は
げ
た
か

《
機
体
概
要
》
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Ｉ
Ｓ
「
打
鉄
－
戦
女
神
－
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
「
土
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

つ
ち
の
と

と
武
装
を
受
け
継
い
だ
第
３
世
代
『
後
期
』
に
開
発
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
。
面
制
圧
目

的
で
物
量
攻
撃
を
得
意
と
す
る
。
同
じ
第
３
世
代
レ
ベ
ル
の
攻
撃
で
は
ビ
ク
と

も
し
な
い
堅
牢
な
装
甲
に
よ
り
守
ら
れ
て
お
り
、
相
手
の
射
撃
攻
撃
を
無
視
し

て
一
方
的
に
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
速
切
替
を
擬
似
的
に
行
う
事
が
で

ラ
ピ
ッ
ド
・
ス
イ
ッ
チ

き
る
シ
ス
テ
ム
、
「
Ｆ
．
Ｒ
．
Ｓ
」
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
武
装
を
戦
闘
中
に

フ
ェ
イ
ク
・
ラ
ピ
ッ
ド
・
ス
イ
ッ
チ

取
り
替
え
る
事
で
相
手
を
追
撃
し
て
い
く
。
名
前
の
由
来
は
、
Ｉ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
出
身
地
が
「
北
海
道
」
で
あ
り
、
「
豊
か
な
る
大
地
」
と
「
豊
富
な
武
装
」

を
繋
ぎ
名
告
げ
ら
れ
た
。
単
一
仕
様
能
力
は
『
瞬
時
冷
却
』
。
武
装
を
使
用
し

た
際
、
そ
れ
ぞ
れ
冷
却
時
間
が
必
要
な
為
、
一
定
時
間
空
け
な
い
と
使
用
す
る

事
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
能
力
に
よ
り
、
そ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
無
視
す
る
事
が

で
き
る
。
「
Ｆ
．
Ｒ
．
Ｓ
」
を
併
用
し
、
弾
頭
装
填
時
間
を
除
け
ば
、
弾
頭
が

雨
霰
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
事
と
な
る
。

　
武
装
は
全
て
日
本
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
が
一
番
の
特
徴
と
受
け
取
ら
れ

る
事
が
多
く
、
軍
事
に
長
け
た
人
々
か
ら
は
好
印
象
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

本
機
の
開
発
・
製
造
と
共
に
「
土
」
と
本
機
に
使
用
さ
れ
た
全
武
装
が
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
受
け
て
量
産
化
さ
れ
て
い
る
。

打
鉄
参
式
－
京
王
－

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
３
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

１
７
６

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
深
緑

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本
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建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

生
産
形
態
　
　
　
　
専
用
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
隠
密
奇
襲
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
１
．
９
６
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
１
．
４
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
１
．
９
２
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

４
５
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
７
６
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
９
Ｈ

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
６
，
０
５
０
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
完
全
迷
彩

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
 

一
定
時
間
発
動
型
（
５
２
９
３
４
'

２
２
Ｓ
）

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
十
手
の
キ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

《
基
本
武
装
》

高
水
圧
カ
ッ
タ
ー
－
水
菜
－

み
ず
な

実
弾
ラ
イ
フ
ル
－
弾
丸
－

だ
ん
が
ん

自
立
小
型
兵
装
－
複
眼
乙
式
－

ふ
く
が
ん
お
つ
し
き

広
域
ジ
ャ
ミ
ン
グ
装
置
－
陽
炎
－

か
げ
ろ
う

シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
装
置
－
豊
穣
－

ほ
う
じ
ょ
う

全
方
位
盾
－
蜂
の
巣
－

は
ち
の
す

《
機
体
概
要
》

Ｉ
Ｓ
「
打
鉄
－
戦
女
神
－
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
「
水
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

み
ず
の
と

と
武
装
の
一
部
を
受
け
継
い
だ
第
３
世
代
『
後
期
』
の
Ｉ
Ｓ
。
隠
密
任
務
専
用

と
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
自
然
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
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へ
と
転
換
す
る
装
置
に
よ
っ
て
そ
の
稼
働
時
間
は
全
Ｉ
Ｓ
中
最
高
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
装
置
は
一
品
モ
ノ
で
、
複
製
す
る
事
が
で
き
な
い
為
、
こ
の
機
体

に
の
み
装
備
さ
れ
て
い
る
も
の
。
理
由
と
し
て
装
置
の
核
と
な
る
モ
ノ
が
宇
宙

か
ら
飛
来
し
た
謎
の
高
次
元
物
質
で
あ
り
、
地
球
上
で
日
本
が
唯
一
保
有
す
る

物
で
あ
る
為
で
あ
る
。
こ
の
高
次
元
物
資
の
コ
ピ
ー
は
現
段
階
の
技
術
で
も
す

る
事
が
叶
わ
ず
、
結
果
的
に
こ
の
機
体
に
の
み
装
備
さ
れ
て
い
る
。
単
一
仕
様

能
力
は
『
完
全
迷
彩
』
。
一
定
時
間
の
間
、
セ
ン
サ
ー
・
肉
眼
す
べ
て
か
ら
存

在
を
完
全
に
消
す
事
が
出
来
る
。
熱
量
や
磁
場
な
ど
も
完
全
に
消
失
す
る
た
め
、

攻
撃
し
な
い
限
り
相
手
か
ら
は
確
認
す
る
術
が
な
い
。

打
鉄
参
式
－
大
文
字
－

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
３
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

９
７

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
朱

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

生
産
形
態
　
　
　
　
専
用
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
近
接
特
化
・
高
速
戦
闘
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
２
．
９
６
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
２
．
２
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
２
．
６
２
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

９
０
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
８
８
．
２
６
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
４
Ｈ
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Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
１
２
，
１
１
９
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
動
静
慣
性
無
効
化

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
 

一
定
時
間
発
動
型
（
２
７
０
'

８
７
Ｓ
）

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
?
大
?
の
字
の
ワ
ッ
ペ
ン
・
?
大
?
の
字
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

《
基
本
武
装
》

実
弾
近
距
離
ラ
イ
フ
ル
－
弾
丸
　
乙
－

だ
ん
が
ん

お
つ

量
産
型
レ
ー
ザ
ー
ガ
ン
－
閃
光
－

せ
ん
こ
う

長
刀
－
雪
片
乙
式
－

ゆ
き
ひ
ら
お
つ
し
き

大
刀
－
雪
片
丙
式
－

ゆ
き
ひ
ら
へ
い
し
き

小
太
刀
－
小
雪
－

こ
ゆ
き

鉈
－
な
ま
は
げ
－

腰
部
グ
レ
ネ
ー
ド
ラ
ン
チ
ャ
ー
－
御
忍
－

お
し
の
び

腰
部
マ
シ
ン
キ
ャ
ノ
ン
－
御
影
－

み
か
げ

統
合
兵
装
盾
－
山
脇
－

や
ま
わ
き

《
機
体
概
要
》

Ｉ
Ｓ
「
打
鉄
－
戦
女
神
－
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
「
火
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

ひ
の
と

と
武
装
を
受
け
継
い
だ
第
３
世
代
『
後
期
』
に
登
場
し
た
日
本
製
の
Ｉ
Ｓ
。
従

来
の
「
打
鉄
」
の
特
徴
を
最
も
多
く
受
け
継
い
だ
機
体
。
こ
の
機
体
の
最
も
特

徴
的
な
部
分
と
い
え
ば
、
肩
部
に
装
着
さ
れ
た
鉈
－
な
ま
は
げ
－
で
あ
る
。
青

森
県
な
ど
で
見
ら
れ
る
風
習
の
一
環
で
あ
る
「
な
ま
は
げ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
変
り
種
で
、
投
擲
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
単
一
仕
様
能

力
は
『
動
静
慣
性
無
効
化
』
。
慣
性
の
法
則
か
ら
完
全
に
開
放
さ
れ
る
。
通
常

で
は
あ
り
え
な
い
軌
道
が
自
由
自
在
に
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
負
荷

効
果
と
し
て
『
Ａ
Ｉ
Ｃ
』
の
影
響
を
受
け
な
い
。
ま
た
、
武
器
の
反
動
な
ど
も
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全
て
な
く
な
る
為
、
自
由
な
連
撃
が
可
能
に
な
る
。

打
鉄
参
式
－
清
姫
－

型
式
番
号
　
　
　
　
不
明

世
代
　
　
　
　
　
　
第
３
世
代

タ
イ
プ
　
　
　
　
　
露
出
装
甲

コ
ア
Ｎ
ｏ
．
　
　
　
　
 

３
０
２

メ
イ
ン
カ
ラ
ー
　
　
金
・
銀

形
態
　
　
　
　
　
　
第
１
形
態

所
属
　
　
　
　
　
　
日
本

建
造
　
　
　
　
　
　
日
本

生
産
形
態
　
　
　
　
専
用
機

戦
闘
形
態
　
　
　
　
全
距
離
対
応
型

頭
頂
高
　
　
　
　
　
２
．
９
６
ｍ

本
体
重
量
　
　
　
　
２
．
２
７
ｔ

全
備
重
量
　
　
　
　
３
．
３
４
ｔ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
出
力
　
　
　
　
 

１
３
０
ｋ
Ｗ

Ｂ
Ｓ
推
力
　
　
　
　
　
５
８
．
７
９
ｋ
ｇ

最
大
稼
働
時
間
　
　
３
Ｈ

Ｈ
Ｓ
有
効
半
径
　
　
　
２
，
５
０
４
ｍ

装
甲
材
質
　
　
　
　
通
常
金
属

単
一
仕
様
能
力
　
　
無
尽
蔵
動
力
源

Ｏ
．
Ｏ
．
Ａ
．
Ｉ
．
Ｔ
　
　
　
 

一
定
時
間
発
動
型
（
５
０
'

３
３
Ｓ
）

搭
乗
者
　
　
　
　
　
　
－

待
機
状
態
　
　
　
　
変
哲
の
な
い
簪

《
基
本
武
装
》
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高
威
力
マ
グ
ナ
ム
－
牛
咆
－

ぎ
ゅ
う
ほ
う

変
周
波
収
束
レ
ー
ザ
ー
キ
ャ
ノ
ン
－
粟
国
－

あ
ぐ
に

変
速
レ
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ
ル
－
飛
翔
－

ひ
し
ょ
う

対
特
殊
装
甲
弾
ラ
イ
フ
ル
－
暁
－

あ
か
つ
き

遠
隔
発
射
装
置
付
バ
ズ
ー
カ
－
道
－

み
ち

　
　
　
　
電
撃
弾
－
鯰
－

な
ま
ず

　
　
　
　
炸
裂
弾
－
蜘
蛛
の
子
－

く
も
の
こ

　
　
　
　
火
炎
弾
－
獄
炎
－

ご
く
え
ん

《
機
体
概
要
》

Ｉ
Ｓ
「
打
鉄
－
戦
女
神
－
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
っ
た
「
金
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

が
ね
の
と

と
武
装
を
引
き
継
い
だ
後
期
型
の
第
３
世
代
機
。
全
距
離
に
対
応
し
た
武
装
を

装
備
し
て
お
り
、
「
打
鉄
」
と
呼
ば
れ
た
Ｉ
Ｓ
の
中
で
も
柔
軟
性
に
富
ん
だ
機

体
。
そ
れ
で
い
て
、
高
威
力
の
武
装
ば
か
り
で
燃
費
が
悪
い
分
、
一
撃
一
撃
が

必
殺
級
に
な
っ
て
い
る
為
、
相
手
は
回
避
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

為
、
自
然
と
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
に
な
り
や
す
い
。
単
一
仕
様
能
力
は
『
無
尽

蔵
動
力
』
。
一
定
時
間
の
間
、
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
全
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
無
尽
蔵
に
な
る
異
常
能
力
。
燃
費
の
悪
い
本
機
な
ら
で
は
の
能
力
で
、

発
動
中
は
相
手
の
攻
撃
の
ほ
と
ん
ど
を
無
視
し
て
攻
撃
す
る
事
が
で
き
る
攻
撃

専
用
の
能
力
と
も
い
え
る
。
逆
に
シ
ー
ル
ド
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
無
尽
蔵
な
わ
け
で
、

防
御
特
化
の
能
力
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
た
だ
し
、
発
動
時
間
が
５
０
秒
と

短
い
の
が
難
点
。
し
か
も
、
限
界
時
間
を
越
え
る
と
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
為
に

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
為
、
使
い
所
が
難
し
い
能
力
で

も
あ
る
。
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（
後
書
き
）

１
１
月
１
４
日
　
改
　
『
打
鉄
』
第
１
世
代
↓
『
打
鉄
』
第
『
２
』
世
代
　
で

し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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